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私たちは「人・家族」「地域社会・近隣」「地球環境」を

大切にする住まいと暮らしの提供を通じて持続可能な社会を目指します。

人・家族 

地域社会・近隣 

住まいと 
暮らし 

地球環境 

1．「人と家族と健康」を大切にする。
1）住まう人が快適で安心に暮らせる住空間を提案します。

2）住まう人の心と身体を育み、家族を育む住空間を創造します。

3）住まいづくりに携わる人の健康と安全に配慮します。

2．「地域社会・近隣との調和」を大切にする。
1）地域社会の一員として、美しい街並みづくりに貢献します。

2）住まいづくりにおいて、近隣の人々の安全や快適さに配慮します。

3）地域活動とのコミュニケーションを図り、住まいづくりに活かします。

3．「地球環境との調和」を大切にする。
1）住まいの長寿命化により、長期的に見た環境負荷を低減します。

2）自然の恵みを活かした住まいと、環境にやさしい住まい方を提案します。

3）住まいづくりにおいて、資源を節約し、廃棄物の発生を削減します。

環境方針
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旭化成ホームズの環境への取り組み

旭化成ホームズ会社概要

環境活動目標と実績

ヘーベルハウスの基本仕様・仕上

製品における環境活動

●長期耐用化技術

●安心・安全技術

●自然の恵みを活かした住まいの開発

●省エネルギー技術

生産段階における環境活動

●旭化成住工株式会社の活動概況

●旭化成建材株式会社の活動概況

物流段階における環境活動

施工段階における環境活動

サービスにおける環境活動

企業活動としての環境活動

サイトデータ

●旭化成住工株式会社

●旭化成建材株式会社

マテリアルフロー
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編集方針

旭化成ホームズ株式会社の環境報告は、昨年

まで持株会社旭化成株式会社のレスポンシブ

ル・ケア（ＲＣ）報告書の一部に掲載してきまし

た。この度分社を機会に旭化成ホームズ株式

会社として、独自にホームズ関連事業会社とあ

わせて、環境保全活動と社会活動を報告するも

のです。

本報告書は、環境省「環境報告ガイドライン

（2003年度版）」を参考にして作成しています。

今後も毎年継続的に改善活動を報告していく

予定です。

なお、幅広いステークホルダーの方々にお読

みいただくことを前提として編集するとともに、

構成や内容を分かりやすい表現とするように努

めました。

対象報告範囲

●旭化成ホームズ株式会社
●旭化成住工株式会社
●旭化成建材株式会社

（旭化成ホームズ株式会社分）

対象期間

2004年度（2004年4月～2005年3月）

お問い合わせ先

旭化成ホームズ株式会社

環境・安全・品質推進部

TEL.03-3344-7119 FAX.03-3344-7055

CONTENTS
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旭化成ホームズの環境への取り組み

旭化成グループは、「科学と英知の絶えざる革新で、人々の『いのち』と『暮らし』に貢献す

る」ことを基本理念としており、私たち旭化成ホームズは、住宅事業を通じて社会に「安心で

豊かな生活」を実現することを目指しています。

「住まい」は、全ての人々の生活の基盤となるものであり、住まう人の心と身体の健康を育

むと同時に、世代を超えて受け継がれる社会資産でもあるべきものです。したがって、私た

ちが日々を健康で豊かに暮らし、将来にわたる「安心」と「豊かさ」を手にすることとは、「住

まい」と「暮らし」のあり方を通じて持続可能な社会の実現を目指すことに他なりません。

私たちはこのような視点から、「住まい」とその供給者のあるべき姿を追求し、平成10年

には長期事業戦略として「ロングライフ住宅の実現」を宣言しました。住まいの生産・施工時

における環境負荷の低減はもとより、「半世紀を越えてお客様の満足を維持する住まいづく

り」を行うことで、供給した住まいの価値をいつまでも高く保ち、社会資産とも言い得る長寿

命な住まいを実現し、地球環境への負荷を低減します。同時に、住まいで営まれる生活によ

る環境への負荷の低減を、温熱環境向上技術やクリーンエネルギーの活用などに代表され

るテクノロジーと、日本の住文化で育まれてきた「自然の恵みをいかす知恵」を融合させるこ

とで、住まう人の心と身体の健康を配慮しながら実現していきます。私たちは、「ロングライフ

住宅の実現」で表現されるこれらの取り組みを一層強化し、住まいと暮らしを地球環境との

調和の視点からとらえることで、持続可能な社会の発展に貢献します。

住宅メーカーとして取り組むべき課題
持続可能な社会に向けて

代表取締役社長



生産 施工 

省資源 省エネ 
ルギー 

CO2 
削減 

廃棄物 
削減 

サービス 

物流 

ロングライフ住宅の実現 

環境活動 

企業活動 

持続可能な社会 

製品 
●生産CO2の削減 
●産業廃棄物の削減 
●ゼロエミッションの 
　達成 

●長期にわたり存続する 
　展示場 
●住民参加型 
　環境貢献活動 
●リースカーの 
　低公害車化促進 

●効率的な配送による 
　物流CO2の削減 

●新築ゼロエミッション 
　推進 
●新築エネルギー節減 
●解体リサイクル推進 

●住宅部材・設備の長期利用 
　による交換廃棄の軽減 
●住宅の長寿命化による 
　建替廃棄の軽減 

●長期耐用化技術による 
　省資源、廃棄物削減 
●長期に安心して暮らせる 
　住まいの提供 
●自然の恵みの活用による 
　省エネ、CO2削減 
●高断熱化、高効率設備の 
　導入による省エネ、CO2削減 

環境活動とロングライフ住宅の実現

5

旭化成ホームズの環境への取り組み

ロングライフ住宅の実現は、地球環境に優しい住まいづくりと住まい方を提案するものです。



営業本部…11、営業部…42、営業所…111

旭化成住工株式会社 滋賀工場

旭化成建材株式会社 境工場、穂積工場

旭化成株式会社

旭化成リフォーム株式会社

旭化成不動産株式会社

旭化成インテリア株式会社

旭化成設計株式会社

旭化成モーゲージ株式会社

旭化成住工株式会社

旭化成住宅建設グループ10社

旭化成ライフライン株式会社

旭化成エーティーホーム株式会社

旭化成マネジメントサポート株式会社
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旭化成ホームズ会社概要

東京、神奈川、千葉、埼玉、茨城、栃木、群馬、山梨、静岡、愛知、

岐阜、三重、大阪、兵庫、京都、奈良、滋賀、和歌山、岡山、広島、

山口、福岡、佐賀

（一部販売していない地域があります）

■ヘーベルハウスの販売地域

会社概要 （平成17年3月末現在）

販売地域

●社 名

●所 在 地

●設 立

●資 本 金

●売 上 高

●従業員数

●主な事業内容

●事 業 所

●主な工場

●関連会社

旭化成ホームズ株式会社　

〒163-0939 東京都新宿区西新宿2-3-1

昭和47年（1972年）11月

32.5億円

3,758億円（連結：平成17年3月期）

3,623人　

●建築、土木、造園などの工事の設計、
工事監理および請負

●不動産の売買、交換、賃貸および
これらの仲介、代理

●不動産の保守、監理、鑑定および
不動産に関するコンサルティング

●都市開発に関する企画、調査、設計、監理、
立案および宅地造成

●鉄骨、外壁材などの建築材料および
杭工事地盤改良工事などに用いる
土木資材の製造、販売

●損害保険代理業および
生命保険の募集に関する業務

●金銭の貸付、債務の保証および
動産のリース業 など
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環境マネジメント組織図

旭化成グループ系列

3,578
3,294

2,855

700
850 970

1,120
1,270

1,520

1,845

2,173

2,475
2,738 2,816

2,873 2,950
3,101

3,542
3,254 3,336

3,658

3,062

3,425
3,205

2,801

3,182

3,613
3,320

3,758

（億円） 

（年度） 
1982 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 99 2000 01 02 03 0498 0

1,000

2,000

3,000

4,000
（単独売上高：黒文字、連結売上高：青文字） 旭化成ホームズ売上高推移

※1998年までは単独売上高、
1999年より連結売上高で表示

社長 営業本部

マーケティング総部

技術総部

資材生産総部

情報システム部

総務部

コンプライアンス推進室

環境・安全・品質推進部

住宅事業

旭化成せんい株式会社

繊維事業

旭化成エレクトロニクス株式会社

エレクトロニクス事業

旭化成ファーマ株式会社

医薬・医療事業

旭化成ホームズ株式会社

旭化成株式会社
【純粋持株会社】

旭化成ケミカルズ株式会社

ケミカル事業

旭化成ライフ＆リビング株式会社

生活製品事業

旭化成建材株式会社

建材事業

旭化成ホームズ会社概要



テーマ 2004年度計画 2004年度実績 2005年度計画 中期活動目標評価 関連頁

生産ＣＯ2の削減

産業廃棄物の削減

ゼロエミッションの

達成

P.12

P.13
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テーマ 2004年度計画 2004年度実績 2005年度計画 中期活動目標評価 関連頁

全ての事業分野において、環境理念を具現化する活動計画・目標を設定し、

環境負荷低減を目指して活動、その実績を総合評価しています。

環境活動 目標と実績

P.14

P.15

P.16

P.17

P.18

P.19

P.20

P.21

◎製品における環境活動

長期耐用外装材の技術開発にお

いて、フィールド試験による評価、

実用化検討開始

外装・防水劣化診断実施：100％

長期耐用外装材の技術開発に

おいて、パイロット試験、評価を終了

● 長期耐用防水システム開発

長期耐用外装システム開発

改修・延命技術開発

●

●

●

●

●

外装・防水劣化診断実施

外装材長期耐用化技術開発　　　

延命工法の実施

●

●

●

長期耐用化技術

による省資源、

廃棄物削減

インフィルの耐震性向上を図った

防災仕様の導入

防犯建物部品を標準装備した防犯

配慮住宅の導入

バリアフリー設計配慮仕様

（ＡＩＣＳII）の導入

免震装置一般認定取得　　　　　

脱トルエンシーリングを2004年

10月より標準採用

防犯建物部品の積極的導入を図り

防犯環境設計手法（ゾーンディフェ

ンス）を導入

●

●

●

次世代省エネ基準採用物件の普及

促進により生活時LCCO2排出量低減

1.10ｔ-CO2/年・人

生活エネルギーシミュレーションに

よるCO2削減効果の高い設備機

器提案の実施

高効率設備採用向上によるＣＯ2

排出量低減

高効率給湯（暖房）機採用率：40％

太陽エネルギー利用設備の普及

促進

（CO2排出量：250tCO2/年削減）

省エネ効果の高い断熱浴槽を全

ユニットバスへ展開

●

●

●

●

●

●

次世代省エネ基準を標準躯体にて

達成しCO2削減へ貢献（100％実施）

生活時LCCO2排出量：1.00ｔ-CO2/年・人

高効率設備採用向上によるＣＯ2

排出量低減：1,700tCO2/年削減

高効率給湯（暖房）システム：採用率80％

太陽光発電システム

（CO2排出量：1,300tCO2/年削減）

住宅用コジェネレーション技術の

導入によるＣＯ2排出量低減

（ガスエンジン発電、燃料電池など）

既存住宅の断熱強化によりCO2

排出20%削減

●

●

●

●

●

●

建物緑化促進：採用率 4％

ARIOS2の実施、普及促進

実施率：50％

地中熱利用冷暖房システムの

普及促進

（CO2排出量：40ｔCO2/年削減）

雨水利用設備の普及促進

納入件数：100台

●

●

●

●

建物緑化促進によるヒートアイラ

ンド抑制への貢献：採用率10％

通風・日照・日射シミュレーションによる

省エネ設計及び生活提案：100％実施

自然の恵み利用技術開発促進に

よるCO2排出量低減

地中熱冷暖房システム

（CO2排出量：200ｔCO2/年削減）

雨水利用技術開発の促進による

自然環境への配慮、都市洪水の防止

●

●

●

●

●

防災（地震・火災・防犯）安心住宅

開発

低ＴＶＯＣの実現

高齢者が将来にわたり安心して暮

らせる住宅の提供

●

●

●

●

●

●

免・制震住宅の普及に努める

外装材の脱トルエン化を図る

防犯配慮仕様の導入

●

●

●

建物緑化システムの普及による

ヒートアイランド抑制への貢献

光、風、緑を生かした住まいの提案

によりCO2排出量低減

自然の恵みを利用した設備機器

の導入による環境貢献

●

●

●

オリジナル高断熱仕様の導入、普及

生活時LCCO2排出量低減

生活エネルギーシミュレーションに

よる省エネ設計および生活提案

高効率・省エネ設備機器の導入、

普及によりCO2排出量低減

●

●

●

オリジナル屋上緑化システムの

市場導入

自然の恵みを生かした商品

「かぜのとう」「新大地」「ＫＵＧＯ」を

販売開始

通風、日照、日射シミュレーション

システム（ARIOS2）のリリース、普及

オリジナル地中熱利用冷暖房シス

テム販売開始

ー

●

●

●

●

生活時LCCO2排出量

1.15ｔ-CO2/年・人

高効率ヒートポンプ式給湯機の普及

採用率：20％

（CO2排出量：430tCO2/年削減）

太陽光発電システム：採用率1.6％

（CO2排出量：160tCO2/年削減）

ガスエンジン発電給湯暖房機の普及

納入件数：200台

●

●

●

●

長期に安心して

暮らせる住まいの

提供

自然の恵みの

活用による省エネ、

ＣＯ2削減

高断熱化、高効率

設備の導入による

省エネ、ＣＯ2削減

◎生産段階における環境活動

ＣＯ2排出量 15%削減

産業廃棄物 10%削減

［03年度にゼロエミッシ

ョン達成］

（01年度比）

ＣＯ2排出量 11%削減

（93年度比）

産業廃棄物 40%削減

（00年度比）

●

●

●

●

ＣＯ2排出量 21%削減

（電力・重油などの削減）

産業廃棄物 20%削減

（無機汚泥・金属くず類などの削減）

ＣＯ2排出量 16%削減

（電力・重油などの削減）

産業廃棄物 56%削減

（ヘーベル版の廃棄削減など）

●

●

●

●

産業廃棄物 30%削減

（04年度比）

ＣＯ2排出量 1%削減

産業廃棄物 90%削減

（04年度比）

●

●

●

ＣＯ2排出量 10%削減

（省エネ、省資源など）

産業廃棄物 35%削減

（無機汚泥・金属くず類の更なる推進）

（04年度比）

06年度までにゼロエミッション達成

●

●

●

旭化成

住工＊1

旭化成

建材＊2

＊1：ISO14001は、1998年3月に取得済　＊2：ISO14001は、2005年5月に取得済

本報告書では、旭化成ホームズの環境活動を「製品」「生産段階」「物流段階」「施工段階」「サービス」「企業活動」の6つの切り口から、

省エネルギー、CO2削減、廃棄物削減、省資源などに向けた目標・実績・自己評価を記載しています。

活動内容の詳細につきましては、表中記載の各関連頁をご参照ください。

【自己評価基準】 …当期目標を前倒しで達成 …当期目標をほぼ達成（80%以上）…当期目標を達成 …当期目標未達成
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◎物流段階における環境活動

環境活動目標と実績

P.26

P.26

テーマ 2004年度計画 2004年度実績 2005年度計画 中期活動目標評価 関連頁

◎企業活動としての環境活動

街かど展示場5棟街かど展示場1棟（市ヶ谷） ● 街かど展示場の全国への展開

既存展示場の建替をしないリノベー

ション型モデルハウスの展開

●

●

●街かど展示場1棟（市ヶ谷）●
長期にわたり存続

する展示場

EcoゾウさんClub会員登録者数

700家庭増加

（総数1,500家庭）

EcoゾウさんClub会員登録者数

585家庭増加

（総数808家庭）

● データ分析及び省エネ生活の

意識や工夫の調査

（家庭におけるCO2削減のあり方

を広く世の中に提案）

●
●

EcoゾウさんClub会員登録者数

500家庭増加

●

住民参加型環境

貢献活動

P.26

低公害車（低排出ガス車・低燃費

車）の採用比率アップ（目標85％）

軽自動車導入比率アップ

（目標38％）

低公害車採用比率79％

（前年63％）

軽自動車比率34％

（前年29％）

●

●

低公害車採用比率100％達成

軽自動車導入比率45％達成

●

●

●

●

低公害車（低排出ガス車・低燃費

車）の採用比率アップ（目標70％）

軽自動車導入比率アップ

（目標35％）

●

●

リースカーの低

公害車化促進

P.24

P.25

P.24

テーマ 2004年度計画 2004年度実績 2005年度計画 中期活動目標評価 関連頁

◎サービスにおける環境活動

48,000棟の実施予定

中古住宅耐震診断の促進

150棟/年の売買流通

48,000棟の点検実施

116棟/年の売買流通

●

●

55,000棟/年 実施予定

160棟/年 売買流通

●

●

●

●

60年点検システムによる、ストック

価値の維持

ストック50年査定システムによる

ストックの適正流通促進

●

●

住宅の長寿命化

による建替廃棄

の軽減

ロングライフ部品の供給体制の

確立（部材物流センターの活用）

サッシ関連のシーリング改修工法

の確率と実施

初回塾500回実施

雨戸のレールと戸袋連結金具の

作成

住まいの学習塾

703棟実施

（初回塾485回実施）

●

●

●

メンテナンスプログラムの整備

（折半屋根のメンテ方法確立など）

初回塾600回/年 実施予定

●

●

●

●

旧仕様の部品供給（一部作成）に

よる、部材・設備の廃棄の軽減

改修・延命技術開発による、

部材・設備の廃棄の軽減

セルフメンテナンスの推進

（住まいの学習塾、60年点検シス

テムによる推進活動実施）

●

●

●

住宅部材・設備の

長期利用による

交換廃棄の軽減

P.23

テーマ 2004年度計画 2004年度実績 2005年度計画 中期活動目標評価 関連頁

◎施工段階における環境活動

新築廃材発生量51％削減

新築廃材最終処分量10％削減

（03年度比）

ＩＴ物流による梱包材削減と施工

革新のプレカットによる新築廃材

削減のしくみを立ち上げたが削減

量は9％

●

●

新築廃材発生量70％削減

（03年度比）

新築廃材のリサイクル推進

（ゼロエミッション推進）

新築施工エネルギー削減

解体廃材のリサイクル推進

●

●

●

●

●新築廃材発生量35％削減

（03年度比）

●
新築ゼロエミッショ

ン推進

新築エネルギー節減

解体リサイクル推進

P.22

テーマ 2004年度計画 2004年度実績 2005年度計画 中期活動目標評価 関連頁

物流センターによる効率的な配送

の全国展開

積載効率向上

追加配送や持戻の削減

積替拠点整備と大型車利用

GPS搭載車：20台導入

（合計340台）

低公害車：24台導入

（合計30台）

（前年比原単位：戸当たり5％削減）

6物流センター・3ストック

ポイントの全国展開実施

GPS搭載車：320台導入

低公害車：6台導入

アイドリングストップ励行

●

●

●

●

●

●

IT活用による施工工程と納材工程

の連携による現場物流の効率化

物流拠点活用による共同調達物

流、共同現場物流の実現

梱包材ゼロ化を推進する静脈物

流（回収物流）の効率化

IT物流センター直庸車にGPS搭載

低公害車を20%に拡大

（前年比原単位：戸当たり5％削減）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

6物流センタ―・3ストック

ポイントを立ち上げ効率的な

物流の全国展開

GPS搭載車：320台導入

低公害車：6台導入

アイドリングストップ励行

●

●

●

●

効率的な配送に

よる物流CO2の

削減
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外壁3層塗装
外壁は、耐水・耐汚染・耐
候性に優れたアクリルシ
リコン塗料による入念な
3層塗装。適切なメンテナ
ンスの実施で、いつまで
も美しい外観を守ります。

屋根ヘーベル
ヘーベル版（75mm、屋上
利用の場合は100mm）
を使用。

屋根・ベランダ防水システム
高分子系防水シートを使
用し、30年以上にわたって
防水性能を発揮し続ける
防水システム。

サッシ
アルミサッシの室内側を
樹脂でカバーし、より断
熱性を向上。樹脂部分は
建物からサッシを取り外
すことなく交換可能にし、
メンテナンス性に配慮。

基礎仕様
基礎に使用するコンクリ
ートの耐久設計基準強度
は24Ｎ/mm2。16mmの主
筋を二段配筋した強固な
「鉄筋コンクリート連続布
基礎」を採用。

外壁材
ヘーベル版75mmを使用。
優れた強度と高い寸法安
定性で高い耐久性を確保。

シャッターボックス
シャッターボックスには
アルミを採用。60年に及
ぶ高い耐久性を確保。

サヤ管ヘッダー工法
給水・給湯システムの給
水管には、サヤ状の管に
耐久性に優れた樹脂配
管を通す工法を採用。

ドア・ドア枠
ドア本体の下地に、亜鉛めっき鋼板の
中でも最も防錆性に優れた「溶融亜
鉛アルミ合金めっき鋼板」、また、老化
しやすく交換が困難な玄関ドア外枠
にはステンレスの四方枠、勝手口ドア
枠にはアルミの四方枠を採用。

上階へ火が燃え移るのを
遅らせる、不燃板を使用。

軒天

ヘーベルハウスは、新築時の快適性と安全性が持続し、

60年以上建て替えなくても、ずっと満足して暮らせる「ロングライフ住宅」です。

ヘーベルハウスの基本仕様・仕上

基本躯体・外部仕様

主要鉄骨部材について
は鉄骨柱3.2mm、基礎
と接するプレート部は
12mm、柱脚部は9mmと
いう分厚い鉄骨を使用。

躯体鉄骨
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クロス用接着剤
クロスの施工に使用する
接着剤にはホルムアルデ
ヒドが含まれていません
（クロス自体を構成するた
めの接着剤には微量の
ホルムアルデヒドを含む）。

畳
防虫・防カビの必要がな
いスタイロ畳を使用（一
部の仕様を除く）。

内装建具
内装建具などの木質系材
料は、最高グレード（Ｆ☆
☆☆☆）まで低ホルム化。

壁断熱材
広い面積に使用する壁の
断熱材は、最高グレード
（Ｆ☆☆☆☆）まで低ホル
ム化。

床材・床材用接着剤
床材（寄木合板）など木質
系材料は、最高グレード
（Ｆ☆☆☆☆）まで低ホルム
化。床材の施工に使用する
接着剤にはホルムアルデ
ヒドが含まれていません。

床構造
完全無機質のヘーベル
版（100mm）を使用。

内装仕上材
内装クロス、クッションフ
ロアはすべて非塩ビ化を
実現。

自然素材
塗壁、ムク材などの自然
素材はホルムアルデヒド
が含まれていません。

内部仕様・仕上

ヘーベルハウスの基本仕様・仕上



給水・給湯のための配管をサヤ状の二重配管

にすることで、内部の配管の更新を容易にした

「サヤ管ヘッダー工法」を採用。いずれの配管も

樹脂製のため、錆や腐食の心配がなく、メンテナ

ンスもスムーズです。また、給水・給湯・排水・ガ

スの準備配管「AGL（旭グローイングライン）シ

ステム」で、ユニットバスやトイレなどの水まわり

空間の増設にもスムーズに対応できます。

12

長期間建て替えずに住めるロングライフ住宅は、資源保護や環境負荷低減につながります。

将来の家族構成やライフスタイルの変化にも柔軟に対応できる住まい、それがヘーベルハウスです。

製品における環境活動●長期耐用化技術

独自の「ハイパーフレーム構造」が可能にした「ユニバーサル空間」

ヘーベルハウスは、基本躯体に旭化成独自の

「ハイパーフレーム構造」を採用し、少ない構造

壁量で高い安全性を実現。その強靱な躯体に

よって、構造壁を内部に含まない広い「ユニバー

サル空間」を確保しました。そのため、ライフス

テージの変化により間取りの変更が必要になっ

た場合も、柔軟に対応でき、建て替えることなく

住み続けられ、環境負荷を抑制します。

※ハイパーフレーム構造を構成するの
は、壁面に採用の「制震フレーム」と床
面に採用の「剛床システム」という2つ
の技術。制震フレームは、揺れや風圧
によって生じる力に効率よく抵抗。ま
た、剛床システムは、床全体を一体化
することで、地震や台風といった外力
ヘの耐力を高めます。

将来の変化に柔軟に対応できるよう、新築当初

の2階プランと将来の3階プランを同時に構造

計算してプランニングするのが、旭化成独自の

「3階増築システム」です。2階建てプラスαの建

築費でシステムを搭載。増築時の建築コストは、

当初から3階建てにした場合と大幅には異なり

ません。施工も一般の増築工事と比べ、極めて

的確かつスムーズです。建て直すことが必要な

いため、環境面でも貢献します。

2階建てから3階建てに、安全・合理的に変更できる「3階増築システム」

給水・給湯の将来変化に対応する「サヤ管ヘッダー工法＋AGLシステム」

大きな間取り変更に柔軟に対応できる「ユニバーサル空間」設計

ハイパーフレーム構造

3F2F 当初の2階プランと
将来の3階プランを同時に作成

3階プランを想定した
緻密な構造計算を実施

2階プランを建築

必要に応じて3階プランに増築

▼

▼

▼

グローイングライン（ガス） 
グローイングライン（給水・排水・給湯） 

子供部屋を 
ダイニング・キッチンに 

AGLヘッダー

▼

キッチン（4.5帖） 
RW

居間・食堂 
（13.5帖） 

UP

ホール 

和室（6.0帖） 

■ユニバーサル空間　
■コアゾーン　■移動・除去が可能な壁
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外装・防水劣化診断

各種促進試験による評価

ヘーベルハウスでは、お建ていただいた時の住

み心地を長く保ち、快適に住み続けられるように

建物のデータをコンピュータ管理し、そのデータ

に基づいて60年間にわたり、定期的にきめ細か

く点検を実施しています。

ヘーベルハウスでは、世界に誇る旭化成グルー

プの研究基盤技術を住まいの開発・改良に

反映させてきました。通常の促進耐候試験機を

はじめ、その約10倍の超促進耐候試験機ほか

種々の試験機を駆使し、各種材料の耐久性を

評価しています。

外装材長期耐用化技術開発

ライフサイクルCO2（LCCO2）を削減するため

に、材料の長寿命化を図ることは効果的です。

ヘーベルハウスでは防水材、吹付材などの外装

材料のさらなる耐久性向上を目指し、技術開発

を促進させています。

樹脂複合断熱サッシ

ヘーベルハウスは、優れた断熱性を備えた「樹

脂複合断熱サッシ」を採用。これは、アルミサッ

シの室内側を樹脂でカバーした構造で、より断

熱性を向上させています。しかも、樹脂部分は

建物からサッシを取り外すことなく交換可能な

設計とし、ロングライフ住宅にふさわしくメンテ

ナンス性に配慮しました。

サッシ

＊　　部が樹脂（実際の色とは異なります。）

高性能ペアガラス

製品における環境活動●長期耐用化技術
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住まいに強く求められる機能。それは、いつまでも家族が安心して暮らせることです。

ヘーベルハウスは、万が一の災害や防犯への配慮を随所に施しています。

製品における環境活動●安心・安全技術

量産住宅として初めて「制震構造」を標準化

旭化成が工業化住宅で初めて実現した「制震

構造」。制震フレームに制震デバイスを採用し

た構造です。制震デバイスとは、靭性（粘り強さ、

変形能力）に極めて富む「極低降伏点鋼」を採

用した制震装置のことで、自動車がショックア

ブソーバーとバネの働きで路面からの振動を

吸収するように、地震時や台風時の揺れを柱や

梁などの骨組みを損傷させずに吸収し、建物の

揺れを最小限に抑えます。

頑強な基礎・躯体など、構造体の強さで地震の

揺れに対抗する「耐震構造」に対し、基礎と建

物の間に設置した免震装置によって、地面の揺

れが建物に直接伝わるのを抑えるのが「免震

構造」。ゆっくりとした揺れに抑えられることか

ら、建物への被害はもちろん、家具などの内部

への影響も少なく、心から安心できる住まいを

実現します。

へーベルは、国土交通大臣認定の耐火構造部

材。豊富な気泡と、気泡をつなぐ無数の細孔を

もつへーベルは、熱を伝えにくいのが特徴で、

熱伝導率は在来コンクリートの約10分の1。火

災時には熱を遮断する役割を果たします。また、

加熱による内部の空気の膨張に対しては、細孔

が逃げ道となり、爆裂を起こす心配がありませ

ん。その実力は阪神・淡路大震災で実証されて

います。

地面の揺れを、建物に直接伝えない「免震へーベルハウス」

地震動 

地盤 

べた基礎 積層ゴム すべり支承 

独立気泡と細孔をもち、優れた耐火性能を発揮する「ヘーベル」

1,200

時間（分） 

1,000

800

600

400

100
200

0 10 6050403020

ISO-834加熱曲線 

木材の引火危険温度（260℃） 

ALCヘーベル・75mm（裏面） 

温
度（
℃
） 

制震フレーム

ヘーベル ヘーベル耐火性能試験

制震デバイス

●ISO-834に準じた耐火試験

【免震構造概念図（すべり系の場合）】

ブレース

すべり支承

免震フレーム

積層ゴム

鉄筋コンクリートべた基礎

※「降伏点」は、物質に加える外力を大きくしたときに、変形
が急速に進んで元の形に戻らないひずみを生じるように
なる点（応力の値）のこと。「極低降伏点鋼」は材料として
の降伏点は普通鋼に比べ低いものの、板厚を増やして
使用するので、部材としての強度を確保しています。
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強度、耐久性に優れた「鉄筋コンクリート連続布基礎」とさまざまな地盤に対応する「杭工法」

狙われにくさを強化した「ゾーンディフェンス」

隣家 

隣家 

玄
関 

道
路 

2

31

侵入盗の動き 視線（近隣の目） 

見通し可能なフェンス 

低TVOC（Total Volatile Organic Compounds）部材の実現

製品における環境活動●安全・安心技術

住まいを支える基礎は、綿密な地盤調査をもと

に、最適な仕様を一棟ずつ設計。その施工には

16mmの主筋を二段配筋した強固な「鉄筋コン

クリート連続布基礎」を採用。大きな力を基礎

全体で支え、家が傾く原因となる不同沈下を防

止します。使用するコンクリートの耐久設計基準

強度は24N／mm2（244.73kg／cm2）で、「大規

模補修を必要としないことが予定できる期間が

60年以上」とされる、非常に高レベルな強度で

す。また、軟弱地盤の場合、不同沈下だけでなく、

地震時の被害が大きくなる可能性が考えられ

ます。へーベルハウスでは、1邸ごとの地盤調査

に基づき、地盤の悪い土地に対しては、旭化成

特許の杭工法「ASWパイル」など4種類の国土

交通大臣認定工法で対応しています。

「シックハウス症候群」などの原因とされている

のが、ホルムアルデヒドなどの有機化学物質で

す。ヘーベルハウスは、総合化学メーカー・旭化

成の技術力をフルに生かし、積極的にVOC（揮

発性有機化合物）を自社研究所内で調査・確認。

化学物質の放散量が少ない内装部材を厳選し

ています。

不同沈下を防ぐ連続布基礎

豊富な配筋で住まいを支える基礎 軟弱地盤に強い「ASWパイル」施工風景

①

②

アクセスゾーン
オープンで来訪者が出入り自由なゾーン

来訪者や検針、宅配などはすべてこのゾーンで対
応できるようにします。

対策）
③

プライベートゾーン
近隣の目は届くが、立ち入りを禁止するゾーン

アクセスゾーンとは仕切用扉などではっきりと仕切
り、許可のない家族以外の立ち入りを規制します。

対策）

ケアゾーン
道路から見えず近隣の目も届きにくいゾーン

侵入盗が入りにくく逃げにくいフェンスの設置や音
の出る砂利を敷くなどによる防犯を図ります。

対策）

有機化学物質名 有機化学物質による症状とその対策

ホルムアルデヒド

トルエン・キシレン

塩ビ
（ポリ塩化ビニール）

目や気道に刺激が強く、頭痛や疲労感を引き起こすことがあります。症状）

対策）外壁塗装にはトルエン・キシレンを含まない高耐久性の水系外壁塗料を
採用。床材（寄木合板）、クロス・化粧シート塗料は水性系塗料を使用し、
現場施工用の接着剤もノントルエン・キシレン化で対応しています。

目のチカチカや頭痛を引き起こすことがあります。症状）

対策）床材、壁・天井・クロス、建具にはすべてJAS最高グレードＦ☆☆☆☆を使用。

環境ホルモン物質が含まれ、低温焼却時にダイオキシン類が発生します。症状）

対策）内装クロス、クッションフロアはすべて非塩ビ化を実現。

※開口部の強化は、ケアゾーンから優先的に行うことで、より防犯効果が高まります。

※一部断熱サッシ、設備配管部材、防水シート、内装仕上げ剤には使用。

安心な毎日のためには、開口部の強化にとどま

らず、住まいの総合的な防犯対策が不可欠です。

へーベルハウスでは、従来の玄関・サッシの二重

ロックや防犯合わせペアガラスの採用といった

建物自体の防犯仕様だけでなく、外構計画まで

考慮して防犯効果の高い部分から対策を打つ

「ゾーンディフェンス」の採用により、開口部破壊

を未然に防ぐ住まいを追求しています。



邸別に日照・日射・通風を科学的に検証できる

旭化成独自のシステム。住環境性能がさらに精

緻で確実なものとなりました。敷地と周辺建物、

道路などの条件をベースに、季節の変化、時間

ごとの変化をふまえ、1階ごと、敷地のどこの日当

りが良いか、日射しや風通しはどうかなどパソコ

ン上でシミュレーション。自然の風や光を最も効

果的に取り入れる建築プランの実施は、不必要

な冷暖房や照明のカットにもつながります。
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ロングライフ住宅は、長く住み続けることによって、環境への負荷を軽減するだけでなく、

光や風など自然の恵みを生かすことで、環境との調和を目指しています。

製品における環境活動●自然の恵みを活かした住まいの開発

独自の「日照・日射・通風シミュレーションシステム（ARIOS）」を開発

ベランダや屋上の緑化は、夏季における階下の

室温上昇を防ぐとともに、自然とのふれあいを促

し、地球温暖化防止にも貢献します。旭化成で

は人工土壌として、へーベルの工場端材を再利

用。資源のムダも生じません。雨水を地下タンク

に貯留してトイレ排水や屋外散水に利用する

「雨水利用給水システム」や「自動灌水システム」

も用意し、自然にやさしい「ルーフガーデンシス

テム」を実現しています。

自然の恵みの雨水をタンクに貯留して有効利

用するシステム。ゴミやチリなどはセパレータで

自動的に排出し、きれいな雨水だけを貯水槽に

溜めます。また、雨水の不足時には上水が自動

的に補給されるので毎日安心です。トイレの排

水、屋上やベランダヘの散水などで活躍します。

雨水利用給水システム

屋上を有効利用した、自然にやさしい「ルーフガーデンシステム」

【システム構成図】

床材 

人工土壌 

ヘーベル版 
断熱材（スタイロフォーム） 

縁石保護シート 強化セメント板 
防水シート 
絶縁シート 

排水ネット 

縁石 

3Ｄ吸水支持冶具 

保水パレット 

給水ホース 

保水空間支持マット 

耐根シート 

止水シート 

＊地域により、一部仕様が異なります。

P

屋外散水栓 

屋外散水栓 

集水雨樋 
中水便器 

中水便器 

セパレータ 

給水ポンプ 

上水 

タンク 

中水ヘッダー 

【概念図】

左：「ARIOS」を使った住まいのプランニング風景 右：邸別シミュレーション例（上から日照、日射、通風）

※ご使用にあたっては、セパレータ部の定期的なゴミ除去と
タンク清掃が必要となります。



地中熱は季節や天候による変化が少なく、年間

を通してほぼ15℃と一定しています。へーベル

ハウスでは夏には外気温より温度が低く、冬に

は外気温よりも温度が高いこの地中熱を熱源

として冷暖房に利用。「地中熱冷暖房システム」

は、省エネ効果を高めるとともに、冷房の排熱

を外気に放出せず地中に逃がし、ヒートアイラ

ンド現象の原因となる人工排熱を抑える効果

を発揮します。

（2004年日経優秀製品サービス賞受賞）

17

自然の恵みを生かした環境共生住宅の提案

ヘーベルハウスでは、光と風を取り込み、外部

空間と一体となった空間の心地よさが感じられ

る住まいの数々を実現しています。都市におい

て自然の恵みを生かすと同時に、自然環境へ

の負荷を軽減。ロングライフ住宅の視点から、

環境共生住宅を提案しています。

そらから

かぜのとう

製品における環境活動●自然の恵みを活かした住まいの開発

設置例

＜冷房時＞

＜暖房時＞

人工排熱を抑える「地中熱冷暖房システム」

7℃ 

15℃ 

ヒートポンプ式 
熱交換ユニット 

地中熱交換器 
（EAZET） 

ファンコイル 
ユニット 

床暖房 

ヒートポンプにより 
7℃に冷却 

30℃ 

55℃ 

55℃ 

15℃ 

ヒートポンプ式 
熱交換ユニット 

地中熱交換器 
（EAZET） 

ファンコイル 
ユニット 

床暖房 

ヒートポンプにより 
55℃に加熱 
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厳しい条件で行う実証実験

COLUMN

旭化成ホームズは、関東以南で販売してい

るへーベルハウスの断熱性向上のために、

北海道白老（しらおい）町に、寒冷地実験棟

を建設。省エネを含めた、快適な温熱環境

を提供するために、厳しい条件のもと数々

の実験を行っています。

住まいにおけるエネルギー使用量の削減は、地球環境を保全していく上で重要な課題です。

ヘーベルハウスは、さまざまな対策によって省エネルギー化を図っています。

新築時の断熱性能をいつまでも維持する「ダブルシェルター」

へーベルハウスは、通常コンクリートの約10倍

の断熱性を誇るへーベルを中心に、壁、1階

床、屋上のそれぞれに、2つ以上の断熱材を組

み合わせたダブルシェルターを採用。家全体の

断熱性をこれまで以上に高め、年間暖冷房負荷

320.01MJ/ｍ2年※を標準仕様で実現しました。

新省エネルギー基準の800MJ/ｍ2年はもちろ

ん、さらに厳しい次世代省エネルギー基準の

460MJ/ｍ2年を、いずれも標準仕様で上回る

優れた断熱性能を発揮しています。

住宅の一生（建設～使用（居住）～解体）に排

出するライフサイクルCO2（LCCO2）を削減す

ることは地球温暖化防止に大きく貢献します。

LCCO2の中でも居住時のCO2排出量は全体の

8割近くを占めています。弊社では生産時や輸

出時のCO2排出量の低減にも努めております

が、この居住時のCO2排出量削減を中心に取

り組んでいます。

生活時CO2の排出量削減と快適性を両立

※＜測定条件＞
・延床面積：132.28ｍ2 ・東京の気象データ
・冷房期間：4/23～11/1、暖房期間：11/2～4/22
・暖房温度：18℃、冷房温度：27℃、冷房時湿度：60%
・暖冷房ゾーン：全館

※＜測定条件＞
・測定日時：2003年3月13日19時32分
・外気温：－1.1℃
・室温：20.5℃（リビング）、22.1℃（2階東個室）

ポリスチレンフォーム

内装下地（石膏ボード）

ネオマフォーム

外壁ヘーベル

屋根ヘーベル

ロックウール

床ヘーベル

フローリング

樹脂フォーム

クッション材

ネオマフォーム

ダブルシェルタード・ルーフ（屋上）

ヘーベルハウス白老実験棟外観 サーモグラフィーによるヘーベルハウス白老実験棟の熱画像

ダブルシェルタード・ウォール（壁） ダブルシェルタード・フロア（1階床）

コンセント 1,346ｋｇ-CO2/y（23.4%） 

仮設 32（2.8％） 

部材 710（60.9％） 

施工 19（1.9％） 

保守 344（29.5％） 

解体 37（3.1％） 

輸送 24（2.0％） 
建築系 

1,166ｋｇ-CO2/y 
（20.3%） 

冷房 193ｋｇ-CO2/y（3.4%） 

暖房 876ｋｇ-CO2/y（15.2%） 
照明 449ｋｇ-CO2/y（7.8%） 

換気 111ｋｇ-CO2/y（1.9%） 
調理 260ｋｇ-CO2/y（4.5%） 

給湯 1,351ｋｇ-CO2/y（23.5%） 

製品における環境活動●省エネルギー技術

【ヘーベルハウスのライフサイクルにおけるCO2排出量】
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太陽光を効率よく生かす「太陽光発電システム」

製品における環境活動●省エネルギー技術

太陽光を効率よく住まいの電気として利用できる太陽光発電シス

テムは、日中は余剰電力を電力会社に売電し、夜は不足分を電力

会社から供給されることで電気代を抑えます。

優れた断熱性能によって、コスト面でも有利に

1999年に国土交通省・経済産業省で

新しく定められた次世代省エネルギー

基準。へーベルハウスは、標準仕様で

この基準の年間暖冷房負荷をクリア。

電気代に換算して年間約4.1万円※も

有利という極めて高い性能を誇ります。

※＜計算条件及び換算単位＞
・延床面積：132.28ｍ2 ・東京の気象データ
・冷房期間：4/23～11/1、暖房期間：11/2～4/22
・暖房温度：18℃、冷房温度：27℃、冷房時湿度:60%
・暖冷房ゾーン：全館
・エアコンCOP 3.0 ・電力発熱量（MJ/kWh）3.6
・電力単価（円/kWh）24.0

ヘーベルハウスでは、遮熱効果の高い数々のアイテムをご用意。

通風を確保しながら直射日光や夏の強い日差しを遮ることによっ

て、室温の上昇などを抑え、省エネを図ります。

遮熱システム

へーベルハウスは、特殊金属膜をコーティング

して断熱性を高めた「ペアガラス」を標準採用。

断熱性だけでなく遮熱効果にも優れた「遮熱ペ

アガラス」もお選びいただけます。また、サッシ

に関しては、断熱性をより向上させた「樹脂複

合断熱サッシ」を標準採用※。年間を通して、快

適な室内環境を実現します。

※一部アルミサッシになります。

「ペアガラス」などにより、開口部をしっかりと断熱

ペアガラス 遮熱ペアガラス

住宅用燃料電池の実用化に関わる共同研究の実施

エネルギーの分散化、効率的利用（コジェネレーション）を目的とし

た住宅用定置式燃料電池（固体高分子型燃料電池）の導入にあた

り、東京ガス株式会社と共同検討会を2003年4月より実施していま

す。ヘーベルハウス実物件での検証とヘーベルハウス入居者を対

象としたエネルギー使用状況に関する調査を行っています。

接続箱 

自立運転用 
コンセント 

売電力 
メーター 
※1

買電力 
メーター 
※2

パワー 
コンディショナ 

商
用
電
源 

家庭用電源へ 
※1：余剰電力量計 
※2：供給電力量計 

電柱 

分電盤 

太陽電池モジュール 

可視光線 
透過率 
70～80％ 
日射熱 
取得率 
40～50％ 

空気層 

特殊金属膜 

室内側ガラス 

紫外線 
80～90％ 
カット 

室外側ガラス 
（Low-Eガラス） 

室外側ガラス 

紫外線 
70～80％ 
カット 

空気層 

室内側ガラス（Low-Eガラス） 

可視光線 
透過率 
70～80％ 
日射熱 
取得率 
60～70％ 

特殊金属膜 

冷房熱 暖房熱 

オーニングテント

住宅用燃料電池

面格子用目隠しルーバー アウタースクリーン

●全館連続空調時の
暖冷房費比較
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【太陽光発電概念図】
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●産業廃棄物に対する取り組み

生産部門として、旭化成住工株式会社と旭化成建材株式会社では、それぞれ環境負荷低減の目標を設定。

工場の管理体制を整備し、効果的な取り組みを実施しています。

生産段階における環境活動●旭化成住工株式会社の活動概況

旭化成住工株式会社（鉄骨、屋根パネル類の生産工場）の活動概況

環境ISO14001の認証を1998年3月に取得し、「環境憲章と方針」を制定し、工場の管理体制を整備し環境負荷の軽減を進め、

03年度には産業廃棄物のゼロエミッションを達成しております。05年度は厚木事業所のISO14001を取得する予定です。

SOX（硫黄酸化物） 

NOX（窒素酸化物） 

ばいじん 

温室効果ガス 
CO2 

PRTＲ物質 

0.6t 

1.8t 

0.1t 

7,829t 
9,954t 

11t

（    　　） 

大
気
排
出 

滋
賀
工
場 

総排水量（雨水込） 

BOD 

COD 

PRTＲ物質 

44千m3 

1.8mg/   

3.7mg/   

0

排
水 

社外排出量 
  

外部リサイクル 

最終埋立処分＊ 

595t 
7t 

595t 

0

産
業
廃
棄
物 

�����
投入資源量 

������
排出量 

 エネルギー※ 
 3,480k 
（3,827k  ） 

原材料 原材料 

水 
56千m3

※重油換算値 

 （内PRTＲ物質） （　） 

●水質汚染防止への取り組み

排水の処理は場内の排水処理設備により管理

され、県条例によるBOD（生物化学的酸素要求

量）COD（化学的酸素要求量）などの規制値を

大幅にクリアしています。

●化学物質削減への取り組み

PRTR（化学物質排出移動量届出制度）の対象

物質は亜鉛、キシレン、トルエン、鉛です。亜鉛と

鉛は塗装の排出物ですが、排水処理設備にて

クローズド処理され、外部排出はなく、リサイク

ル処理します。さらに電着塗料の鉛フリー化を

進めています。キシレンは、燃焼用の灯油の減

量化、トルエンは一般塗料の水溶性化により削

減に取り組んでいます。

●大気汚染防止への取り組み

重油の特A重油への切り替えにより、硫黄分の

削減を図り、法規制値を大幅に遵守しています。

02年度には場内の焼却炉を廃止。ダイオキシン

の排出を無くし、ディーゼルフォークリフトのバッ

テリー車への切り替えも進めています。

●省エネルギーへの取り組み

モーターのインバーター化、休日夜間の電力削減

などを行い、01年度比12％削減しました。また、

ＣＯ2の排出量は01年度比21%削減しました。

旭化成住工株式会社　マテリアルフロー ＊産業廃棄物はゼロエミッションを達成

環境負荷の低減を図るために、原料・資材（鋼

材・梱包材）の工場受け入れのムダを省き、発

生量を抑制するとともに発生した廃棄物（排水

汚泥、鉄・プラスチックくず）は、再使用、再利用

し、最終埋め立て処分量を0にするゼロエミ化

を達成しています。また廃棄物の減量化を進め、

04年度は01年度比約20%減量しました。

（ ）内数値：2001年度

鉄骨部材の製造工程

産業廃棄物の発生量を抑制するとともに、発生した
廃棄物を他の産業の原材料として再使用、再利用
（再生利用、熱回収）することにより、最終埋立処分
する産業廃棄物を“ゼロ”に近づけることです。

産業廃棄物のゼロエミッション
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生産段階における環境活動●旭化成建材株式会社の活動概況

旭化成建材株式会社（ALC、断熱材の生産工場）の活動概況

●産業廃棄物に対する取り組み

●水質汚染防止への取り組み

法規制に従った管理を実行しています。

●化学物質削減への取り組み

PRTRの対象物質はトルメチルベンゼン､フェ

ノール､ホルムアルデヒド、キシレン､トルエン､

酸化鉛で塗装とネオマフォーム工程から発生し

ますが、トルメチルベンゼン以外はクローズド

処理され外部排出はありません。

●大気汚染防止への取り組み

法規制（大気汚染防止法1968）を遵守しています。

●省エネルギーへの取り組み

ネオマ工場でのファン類のインバーター化によ

り電力原単位を対前年度比10％削減しました。

境工場ではコジェネレーションの導入により重

油、電力総合原単位を対前年度比2.5％削減し

ました。

99年度に焼却炉を廃止し、すべて外部処理とし
最終埋め立て処理量は削減を進めています。

旭
化
成
建
材
工
場 

SOX（硫黄酸化物） 

NOX（窒素酸化物） 

ばいじん 

温室効果ガス 
CO2 

PRTＲ物質 

143t 

21t 

2.7t 

29,640t 
 

30t

大
気
排
出 

総排水量 

BOD 

PRTＲ物質 

 

544千m3 

4.4mg/   

0

排
水 

社外排出量 

外部リサイクル 

最終埋立処分 

8,882t 

8,342t 

540t

産
業
廃
棄
物 

 

�����
投入資源量 

������
排出量 

 エネルギー※ 
 12,440k

原材料 原材料 

水 
625千m3

※重油換算値 

旭化成建材株式会社　マテリアルフロー

1995年よりＲＣ（レスポンシブル・ケア）活動を導入し、省エネ委員会、産業廃棄物削減会議などにより

法規制の遵守を始め、環境負荷の低減に努め、2005年5月環境ISO14001の取得しました。 ＊環境活動は全工場のすべての製品に対応する内容

（ヘーベルハウス用製品負荷）

ALCの製造工程
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多種多様な資材・部材が必要とされる住宅事業では、物流の合理化が大きな課題でした。

効率的な物流システムの実現が、エネルギー使用量・CO2排出量の削減などに貢献しています。

物流段階における環境活動

物流センターを活用した効率的な物流の実現

2003年から、新物流システムを構築。内装部材

メーカーなどが施工現場へ個別に搬入していた

従来の方法を見直し、当社自ら物流センター経

由で、タイムリーかつ効率的に納入するように

変えています。物流センターに集約した部材を

工程にあわせて、効率的にパッケージ化し、積

載効率の向上、運行効率の向上を図り、現場へ

の納入トラック台数の効率化を図ってきました。

旭化成ホームズは、住宅設備・部材メーカー各

社と共同で再使用可能な梱包資材を開発し、

全国6カ所の物流センターを活用した回収ルー

トを確立し、ハウスメーカー主導による全部材

の梱包資材リターナブル化を推進しています。

これにより、梱包資材の廃棄物を削減すること

が可能となります。キッチン・洗面化粧台および

木枠・建具については梱包やパレットの開発は

完了し、現場での運用が進んでおり、2005年度

中に全面リターナブル化を実現する計画です。

なお、開発したリターナブル梱包資材や輸送パ

レットなどについては、今後他のハウスメーカー

にも共同活用を呼びかけていく予定です。

施工現場 

物流センター（6拠点） 

部材物流センター 

生産設計センター 

メーカー 

（工場出荷からの物流網の構築） 

情報の流れ（公開） 

調達物流 JIT物流＊ 

搬入予告型 

（現場最優先の物流体制構築） 

ACOSMOS-NET
新部材管理システム 新工程管理システム 

梱包資材の全面リターナブル化推進

旭化成ホームズ 

商品調達 現場配送 

一括返却 梱包資材返送 

開梱 施工現場 物流センター メーカー 

保管 

梱包 

木材梱包資材 建具梱包資材

（これまで） （今回の開発） （これまで） （今回の開発）

【梱包資材のリターナブルルート】

【新物流システムの概要】

輸送会社と協力し、納入トラックにGPSを搭載

輸送会社の協力を得て、物流センターから各施工現場に納入する

トラック（320台）にGPS（Global Positioning System＝全地球測

位システム）を搭載し、効率的な運転を実施。施工現場では待機中

のアイドリングストップを励行しています。

低公害車（天然ガス自動車）の導入

2004年より、物流センターから各種施工現場に搬入する車6台に、

低公害車（圧縮天然ガス車）を導入。次年度以降この台数を増やす

ことを計画しています。

＊JIT（Just  in Time）物流：施工タイミングにあわせた部材搬入
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新築工事における余剰材や産業廃棄物、解体工事における産業廃棄物。

それぞれの発生抑制やリサイクルへの取り組みが、排出量削減に大きな効果をもたらします。

施工段階における環境活動

新築施工現場の産業廃棄物削減

新築施工現場におけるエネルギーの節減

旭化成ホームズでは、新築工事における余剰材

や梱包材・切削屑などの産業廃棄物と解体工

事で発生する産業廃棄物それぞれの発生抑制、

リサイクルを推進することにより最終処分量の

削減に努めています。新築工事においては、部

材のプレカットや省梱包化により産業廃棄物の

発生そのものの抑制を優先的に進めてきまし

た。また解体工事では、木材・コンクリートの分

別解体と分別した産業廃棄物の再資源化先の

選定を推進してきました。

新築現場の施工については、前述したJIT物流

や部材のプレカット化などにより、施工現場に

おける作業を減らすことによって、施工に伴うエ

ネルギーの削減を進めています。

ゴミの分別

部材のプレカット

部材の省梱包化

単位：千t/y

（年度）  200220012000 2003 2004
0

10

20

30

40

50

60
新築工事 
解体工事 

55.7

28.4

22.1
25.7

23.6

●建設現場での産業廃棄物の最終処分量推移

「ヘーベル系パネル廃材」の広域リサイクルシステム（旭化成建材）

ヘーベル 

穂積工場 岩国工場 

境工場 

ヘーベル廃材 

建設現場 

委託工場（関東） 
外部委託 

旭化成建材広域再生利用工場 

セメント原料、 
軽量人工土壌 

（年度） 2000 2001 2002 2003 2004

単位：t/y

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

375

508

630

749
796

旭化成建材は、1997年に当時5社あったALC

メーカーの中で最初に、広域再生利用指定を受

け、約7年間この指定制度において建設現場の

ヘーベル廃材のリサイクルに取り組んできまし

た。しかし、指定制度が廃止になり、広域認定制

度が創設されたため、2004年9月に広域認定制

度に移行し、新築・改築現場のヘーベル廃材を

穂積工場、岩国工場、境工場にてヘーベル原料

に再生しています。2004年度の実績は796ｔです

（認定日：2004年9月17日、認定番号：第18号）。

また上記広域認定以外にも、関東地区では

セメントリサイクルシステムを確立しています。

現場から回収されたヘーベル廃材は、セメント

原料としてリサイクルされるだけでなく、軽量人

工土壌としても販売されています。

環境大臣が産業廃棄物の減量その他その適
正な処理の確保に資する広域的な処理を行う
者を認定し、この者について産業廃棄物処理
業に関する地方公共団体ごとの許可を不要と
する特例制度のこと。廃棄物の適正処理をより
一層促進させるため、従来の広域再生利用指
定制度をより強化する形で創設されました。

広域認定制度

ALC（Autoclaved Lightweight aerated
Concrete）とは、軽量気泡コンクリートのこと
で、コンクリートに無数の気泡を含ませパネ
ル状に成形したものです。軽量で扱い易く、断
熱性に優れた建材です。

ALC

●広域再生利用実績の推移【ヘーベル廃材リサイクルの仕組み】
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建てたあとも、ロングライフ住宅の価値を守り続けるサポート&サービスが、

環境への負荷を軽減すると同時に、安心して快適に暮らせる社会づくりにつながります。

サービスにおける環境活動

住まいの健康診断（60年点検システム）

へーベルハウスでは、資産価値（60年の耐久性）

を維持し、永く快適に暮らして頂くために「60年

点検システム」（初回～30年点検まで9回は無

料）を実施しています。メンテナンスプログラム

に則りメンテナンスを正しく実施するために、

5年目以降は5年毎に診断を行っています。

60年耐久の資産価値を維持するために、60年

間の長期メンテナンスプログラム（修繕計画）

を提供しています。これを元に邸別にメンテナ

ンスを正しく実施し、社会に良質のストックを残

し、無駄な建替えを減らし、環境への負荷を低

減します。

【メンテナンスプログラム】

メンテナンスプログラム

全ての物件について、図面・仕様・部材情報から、その後のメンテナ

ンス情報などを光ディスクで保管しています。60年間の「ロングライフ

サポート」のツールとして活用されています。

邸別ハウスカルテ 住まいの学習塾風景

住まいのカルテ（建物情報システム）

お客様自らが家（資産）を大切に扱い、資産を長持ちさせるという事

の重要性をご理解頂けるように、全てのお客様を対象に無料でお

手入れに関する塾を開催しています。

住まいの学習塾

「ロングライフサポート」を実施するために、60年間の建物の一貫窓

口として、全国34箇所の営業部・支店にホームサービス課を設置し

ています。こちらで24時間の受付対応から60年点検、住まいの学習

塾の実施を行っています。

住まいのドクター（ホームサービス課）

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム 

基
本
躯
体
構
造 

屋
根
防
水 

外
部
付
帯
構
造 

埋
設
設
備 

外
壁
防
水 

開
口
部 

主要鉄骨 

鉄筋コンクリート基礎  

床ヘーベル版 

屋根・ベランダヘーベル版 

外壁ヘーベル版 

勾配屋根 

陸屋根シート防水 

ベランダシート防水 

外壁吹き付け塗装 

シーリング 

外部開口部（サッシ）枠 

玄関ドア・勝手口ドア枠 

雨戸・シャッター 

外装金物（庇金物・ボーダー金物） 

笠木、面格子等アルミ金物 

樋（軒樋・縦樋・固定金物等） 

鉄骨外階段 

給水・給湯管 

排水管 

ユニットバス 

＊1

＊2
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● 

0年 15 30 60 10年 15年 20年 30年 40年 50年 60年 

対象部位部分 耐用年数 
無料点検 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

50～70年間の範囲でメンテナンスフリー 

有料点検 

補修時期の目安 交換時期の目安 

※当該メンテナンスプログラムは、地域により異なる場合が
あります。

＊1 勾配屋根の一部には、15年目のメンテナンスが不要なものもあります。
＊2 ユニットバスは、15年目、45年目にパッキンおよびシーリングの補修を行います。
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サービスにおける環境活動

暮らしを応援するリバースモゲージ「REMOVE（リムーブ）」

旭化成は1999年よりヘーベルハウスの中古物

件を対象とする「ストックヘーベルハウス」の仲

介事業を始めています。ストックヘーベルハウ

スは「60年点検システム」と併せて、適切な時期

にメンテナンスが施されれば、築年数にかかわ

らず売却の際もその価値に見合った査定が適

正に行われ、販売されることで、中古住宅として

引き続き住み継がれます。

資産価値の高さが可能にする「ストックヘーベルハウス」

管理業務を全て代行 
（10年一括借上げシステム） 

ヘーベリアン 

ロングライフ住宅 
ヘーベルハウス 

住み替え 賃料 

賃貸借 
契約 

貸家に 
提携金融機関 

ロ
ー
ン 

利
息
の
み
返
済 

賃借人 

賃
料 

賃
貸
借
契
約 

旭化成不動産（株） 

都心マンションや 
故郷への住み替え 

ストックヘーベルハウス・ホームページ　http://www.asahi-kasei.co.jp/stock/

【REMOVE（リムーブ）のシステム】

ご
購
入
ご
希
望
の
新
し
い
オ
ー
ナ
ー
様 

●リフォーム 
ストックヘーベルハウスをご購入と同時に、内装・設備を
一新したり、間取りを一部変えて、自分の家族構成や生
活スタイルに合わせたい、というご要望にお応えします。 

●アフターサポート 

ヘーベルハウスでは業界に先駆けて「60年点検システム」
を採用。ストックヘーベルハウスを購入された方も引き
続きこの定期点検システムの対象となります。 

現地調査・点検 
step 

1

step 

2

step 

3

step 

4

査定・媒介 

販売活動 

売買条件の交渉／売買契約の締結 

ヘーベルハウスは30数年前の発売以来、建築した住宅の設計図、修繕・リ
フォームの履歴を管理。現存するヘーベルハウスの状況を把握しています。
そのことをふまえ、間取り・環境・交通・法的規制などあらゆる角度から調査・
点検を行い、適正な査定へとつなげます。 

専門知識をもったストックヘーベル販売士の独自の査定方法を採用。通常、
築15～20年で資産価値ゼロとなる住宅が多いなか、築20年を超えるヘー
ベルハウスでも、適切なメンテナンスがあれば適正価格で算出できます。 

インターネットをはじめ広範なネットワークを活用して、最適な購入者を探します。 

売買契約に際して、旭化成不動産がさまざまなサポートを行います。 

ス
ト
ッ
ク
ヘ
ー
ベ
ル
ハ
ウ
ス
販
売
士 

ご
売
却
ご
希
望
の
オ
ー
ナ
ー
様 

【ストックヘーベルハウスのシステム】

「REMOVE」は、旭化成独自の住み替え型リ

バースモゲージ※。お住まいになったヘーベル

ハウスを上手に役立てて、賃貸物件として貸し、

その家賃収入を金利返済分として、住み替え資

金や生活資金を手に入れる仕組みです（上限

3,000万円）。この仕組みがあれば、家族構成の

変化などにより、住み替えが必要となっても、取

り壊すことなく60年あり続けることも可能とな

ります。資産価値がずっと続くヘーベルハウス

だからできる新しいサービスです。

※「逆担保融資」「逆住宅ローン」ともいわれ、住宅・土地を担保
に融資を受け、契約期間終了後は担保不動産の売却などに
より一括返済・清算するものです。
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資源の効率化、省エネなどのさまざまな視点を踏まえながら、地域やそこに住まう人々と一体となって、

環境保全活動の効果的な推進や啓蒙に取り組んでいます。

企業活動としての環境活動

EcoゾウさんClub活動

旭化成ホームズでは、住まいと暮らしを地球環

境との調和の視点からとらえることで、環境に対

する負荷の低減を目指しています。住宅の長期

耐用化や、光、風といった自然の恵みを活用す

る技術の開発に努めて商品に反映すると同時

に、日常生活で消費する生活エネルギー量の

多さに着目した取り組みも展開しています。子

どもたちは、毎月の電気・ガス・水道などの使用

状況を楽しみながら記録することを通して、省エ

ネルギーの知識を身に付け、CO2削減の意味

を理解するはずです。そして、環境にやさしい暮

らしとは何であるか、地球環境の保全にどのよ

うに貢献できるか、といったことを学ぶでしょう。

小学校の生活学習において、有効な教材の一

つとして機能するものと考えています。

クラブに参加する子どもたちやご家庭、クラス

や学校が増えれば、そこで削減されるCO2の量

は多大なものになり、社会的にも価値のある一

つの流れになると考えています。

（2004年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰受賞）

街かど展示場

リースカーの低公害車化

旭化成ホームズでは、物流や販売、現場管理活動などで使用する

リース車両に低公害車（低燃費かつ低排出ガス車）の導入を推進

しています。全使用車両数に占める比率を年々高めており100%の

達成を目指しています。また、建築現場の管理・巡回を担当する工

事管理においては、より環境負荷の小さい軽自動車への転換を推

進しており、年々、順調に導入比率が増えています。

住宅展示場は住宅メーカー各社が出展する総

合住宅展示場が主流で、新商品の発売や仕

様・設備の変更に伴い、数年で建て替えられる

ケースが一般的です。「街かど展示場」は、展示

場をモデルハウスとしてつくる発想ではなく、出

展する場所の環境を考慮しながら、そこに60年

以上快適に住み続けられる住まいとして建築。

築後1～2年を住宅展示場として利用し、その後

はストックヘーベルハウスとして販売し、一般住

宅として再利用するものです。建て替えることが

ないので、廃棄物の発生もなく、環境負荷の少

ない新しいタイプの展示場です。

市ヶ谷街かど展示場

http://www.ecofootprint.jp/ EcoゾウさんClubパンフレット

愛・地球博パートナーシップ事業イベント『モーニング娘。“熱っちぃ地球を冷ますんだっ。”文化祭2004』
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都市再開発への事業協力、宅地開発事業

日本では2010年には100万戸を超えるマンショ

ンが老朽化するため、大規模修繕・建て替えの

検討が必要だといわれており、環境への負担と

いう点からも今後の社会問題となっています。

旭化成ホームズは、資源の効率化、省エネ、ゼ

ロエミッションなどさまざまな視点を踏まえなが

ら、マンションの建て替えなどに取り組んでい

ます。また、ロングライフ住宅ヘーベルハウスの

技術とノウハウを生かした戸建分譲事業を全

国で展開。ヘーベルハウスの建売分譲住宅の

販売や宅地分譲を行い、環境にも配慮された

美しく活力のある街づくりを進めています。

快適で活力のある街づくりの視点から、大規模開発から郊外型の中規模住宅地、そして洗練さ

れた都市型戸建住宅地に取り組み、多彩な実績を築いています。

企業活動としての環境活動

旭化成ホームズは、区分所有者のパートナーとして、具体的な事業計画や基本形成、さらには

住民たちの合意形成に向けた活動をサポートしています。

全国ではじめて「マンション建替え円滑化法」による建替え組合の設立が認可された諏訪町住宅

1934年建築の「同潤会江戸川アパートメント」。老朽化による建て替え計画に、旭化成ホーム

ズは事業協力者として参画。新たなコミュニティの形成に貢献しています。

戸建分譲事業　折尾さつき台住宅地

着工前

同潤会江戸川アパートメント建替事業

着工前
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旭化成住工株式会社と旭化成建材株式会社の２つの生産工場では、環境ＩＳＯを取得。

安全・安心な工場を目指し、環境負荷低減に取り組んでいます。

無機汚泥類

プラスチック類

金属くず類

木くず・その他

最終埋立

総量 4,154 100

100

100

100

100

ー

428

40

3,559

127

0

排出物

●副産物発生量及び主要品目

重油

工水

上水

電力

排出物排出物

7,829

●主なエネルギー・資源使用量●CO2排出量 （年間） （年間）

（年間）

（t）

（量：t、3Ｒ率：％） （SOx：Ｎｍ3/ｈ、NOx：ｐｐｍ、ばいじん：ｇ/Ｎｍ3）

量 3R率

BOD＊2

COD＊3

SS＊4

全窒素

全リン

pH＊1 6.0～8.5

30

30

70

12

1.2

排出物

●水質分析結果

県条例

6.4～8.1

25

25

25

12

0.8

自主基準

7.6

1.8

3.7

2.7

1.9

0.2

実績値

NOX

ばいじん

SOX 2.52

230

0.2

排出物

●大気分析結果

法基準

2.52

50

0.02

自主基準

＜0.0033

27

0.01

実績値

8,122

380

47

9

実績値

※3R：発生抑制（リデュース）
再使用（リユース）
再生利用（リサイクル）

＊1 pH：水素イオン濃度
＊2 BOD：生物化学的酸素要求量
＊3 COD：化学的酸素要求量
＊4 SS：水中の懸濁物質濃度

旭化成住工株式会社

［生産品目］ ［滋賀工場概要］

鉄骨、屋根パネル類 所 在 地
敷地面積

：〒527-0103 滋賀県東近江市湯屋町1
：140,434m2

［厚木事業所概要］

所 在 地
敷地面積

：〒243-0205 厚木市棚沢221
：20,262m2

当工場は、琵琶湖を有する

滋賀にあり、排水処理には

格段の取り組みをしてきまし

た。2003年には、ゼロエミッ

ションを達成し、省エネは電

力削減目標を継続達成中

です。今後は、CO2削減を軸

に更なる改善を進めます。

滋賀工場工場長

竹内誠

滋賀工場全景

●ISO14001認証取得
1998年3月

（pH以外：mg/ ）

（電力：MＷh、重油：k 、工水・上水：km3）

サイトデータ●旭化成住工株式会社
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●：ヘーベルハウス用製品生産量に応じた環境負荷

重油

工水

電力

排出物排出物

29,640

●主なエネルギー・資源使用量●CO2排出量 （年間） （年間）

（t）

（SOx：Ｎｍ3/ｈ、NOx：ｐｐｍ、ばいじん：ｇ/Ｎｍ3）

BOD＊2

COD＊3

SS＊4

全窒素

全リン

pH＊1

排出物

●水質分析結果（穂積工場）

5.8～8.6

20

20

50

20

2

法基準

7.8

4.4

7.4

6.7

1.0

0.04

実績値

NOX

ばいじん

SOX

排出物

●大気分析結果（穂積工場）

38.45

150

0.25

法基準

8.10

130

0.03

実績値

24,885

5,431

625 

実績値

＊1 pH：水素イオン濃度
＊2 BOD：生物化学的酸素要求量
＊3 COD：化学的酸素要求量
＊4 SS：水中の懸濁物質濃度

旭化成建材株式会社

（電力：MＷh、重油：k 、工水：km3）

（pH以外：mg/ ）

［生産品目］
境工場全景

［境（ALC）工場概要］

ALC、断熱材 所 在 地
敷地面積

：〒306-0493 茨城県猿島郡境町大字染谷106
：418,375m2

［穂積（ALC）工場概要］

所 在 地
敷地面積

：〒501-0222 岐阜県瑞穂市別府2142-1
：48,035m2

［ネオマフォーム（断熱材）工場概要］

所 在 地
敷地面積

：〒306-0431 茨城県猿島郡境町西泉田1443-1
：9,144m2

東日本地区の生産拠点であ

ります境工場は、旭化成建材

環境方針のもとに、地球環境

に配慮した生産活動を進め

ています。法規制を遵守する

とともに境工場の自主基準、

目的・目標を定め、より一層

の環境保全に取り組みます。

境工場工場長

阪正行

●ISO14001認証取得
2005年5月

無機汚泥類

プラスチック類

金属くず類

陶磁器くず・その他

最終埋立

総量 9,843 95

100

84

100

94

ー

227

630

961

7,485

540

排出物

●副産物発生量及び主要品目 （年間）

（量：t、3Ｒ率：％）

量 3R率

※3R：発生抑制（リデュース）
再使用（リユース）
再生利用（リサイクル）

サイトデータ●旭化成建材株式会社
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住宅の工場生産、輸送、施工、居住、解体・処理の各段階におけるエネルギーや

資源の消費量と排出量を把握しようとしています。

今後もデータの精度の向上に努め、事業全体を通じた環境負荷削減を図ります。

マテリアルフロー

■工場生産
旭化成住工株式会社と旭化成建材株式会社の調査データ
■輸送
鉄骨・ヘーベル・開口パネルについて：工場～現場（幹線輸送含む）
内部造作材・設備材について：物流センター～現場（購買先委託物流は除く）
■施工
エネルギー：モデルケース調査結果の単位面積あたり消費量×2004年度施工面積
資材：モデルケース調査結果平均値×2004年度施工棟数
排出物：マニフェスト集計値から重量換算

■居住
4人家族モデルケースでの算定値
■解体・処理
エネルギー：既存建物のモデルケース調査結果×2004年度解体棟数
排出物：マニフェスト集計値から重量換算

※「エネルギー消費量・CO2排出量」は、報告対象範囲である2004年4月～2005年3月の実績をもとに算出。
CO2排出量＝各エネルギー消費量×社団法人プレハブ建築協会採用のCO2排出原単位。

各データの算出について

工
場
生
産 

開
発
・
設
計 

輸
送 

施
工 

居
住 

解
体
・
処
理 

�����
投入資源量 

������
排出量 

エネルギー消費に伴う排出量 
37,469t-CO2

エネルギー消費に伴う排出量 
11,901t-CO2、0.767t-CO2／戸  

＊2004年度施工　15,510戸  

エネルギー消費に伴う排出量 
11,749t-CO2、0.758t-CO2／戸 

エネルギー消費に伴う排出量 
年間あたり　4.586t-CO2／戸 

エネルギー消費に伴う排出量 
9,448t-CO2

冷房、暖房、給湯、 
換気、調理、照明、 
その他電気製品による電力、 
ガス、灯油の資源消費 

電力 
灯油 
重油 
軽油 
ガソリン 
LPG

33,007MWh 
1,020k  
5,811k   
489k   
4k   
31t 
 

エネルギー 資材 CO2 排出物 ＊（ ）は再資源化率 

軽油 4,501k  

軽油 3,574k  

電力 
軽油 
ガソリン 

6,322MWh 
1,386k   
3,079k   

 

木 
プラスチック・ゴム 
金属 
ガラス・陶磁器 
紙 
その他 

29,607t 
15,626t 
80,596t 
5,757t 
822t 

466,306t

木くず 
プラスチック 
金属くず 
ガラス・陶磁器くず 
紙くず 
廃石膏ボード 
その他 

3,800t（90%） 
3,660t（42%） 
1,776t（98%） 
2,788t（30%） 
3,609t（87%） 
7,402t（93%） 
5,398t（77%） 

木くず 
金属くず 
ガラス・陶磁器くず 
コンクリートがら 
廃石膏ボード 
その他 

33,376t（85%） 
4,287t（100%） 
9,063t（34%） 
74,505t（99%） 
3,268t（67%） 
19,989t（49%） 

木くず 
プラスチック 
金属くず 
ガラス・陶磁器くず 
紙くず 
汚泥 
その他 

65t（100%） 
670t（85%） 

4,520t（100%） 
7,431t（93%） 
55t（100%） 
655t（100%） 
582t（96%） 



「環境報告書2005」に対する第三者意見報告書 

平成17年7月15日 

財団法人日本建築センター 
理事長 　立 石　真 

旭化成ホームズ株式会社 
代表取締役社長　岡 本　利 明  様 
 

財団法人日本建築センター 
理事長 
 

1．目的とレビュー手続きの概要  
　貴社の「環境報告書2005」（報告期間：2004年4月～2005年3月）に記載された環境保全への取り組み等について、第三者の立場からレビューした。 
　レビューは、「環境報告書2005」の最終原稿の通読と、貴社担当者へのヒアリングによって行った。意見報告書の取りまとめにあたり、当財団工業化住宅性能評定委
員会　安岡正人座長（東京理科大学工学部教授、東京大学名誉教授）に、建築・環境技術面からのコメントを依頼した。 
　意見報告書では、環境保全の観点から既に実施された有効な取り組みを評価するとともに、今後の継続的な取り組みと、新たなる挑戦への期待を含めて意見を記
述した。また、今回は主として次の観点を重視した。 
 
 
 
 
 

2．意見（レビュー結果） 
■ 環境活動の戦略 
 
 
 
 
　　 

■ 製品及びサービスにおける活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 生産段階における活動 
 
 
 

■ 物流・施工段階における活動 
 
 
 

■ 解体段階における活動 
 
 

■ 居住者、居住予定者と共に取り組む活動 
 
 

3．今後の環境報告書への期待 
　環境報告書では、個々の環境活動の全体における位置付けをより明確にするとともに、環境マネジメントシステム（全社員に対する環境教育と訓練を含む）や環境会
計、利害関係者とのコミュニケーションなどについて記述の充実等が望まれる。 
　環境活動の情報を正確に分かりやすく社内外に提供・アピールしていくことは、今後ますます重要になると考えられるので、貴社の環境報告書の一層の充実・発展に
期待したい。 

　貴社の環境活動の戦略は「ロングライフ住宅」という一語に端的に示されている。 
　「ロングライフ住宅」の実現を目指して、貴社では住まいの生産・施工時の環境負荷対策に留まらず、日本の住文化と最新のテクノロジーを融合させながら生活に
よる環境負荷を低減させること、さらに、住まい手に対しハード、ソフト両面から各種サポートを行うことによって「住まい」の長寿命化に取り組むなど、貴社の環境活
動は広い範囲に及んでおり、住宅のライフサイクル全体を視野に入れている。 
　経営責任者が、このような種々の発展可能性を秘めた戦略を打ち出し、住宅事業活動と環境活動の方向を調和させていることを高く評価する。　　 
 

① 住宅の初期供給時点での取り組み 
　次の技術の採用により、居住時のエネルギー消費量とCO2排出量の削減について2004年度目標が達成されている。今後、中期活動目標に掲げた平成11年告
示の省エネ基準（次世代省エネ基準）の100％採用を、より前倒しで達成されることに期待したい。 
 　 1） 「自然の恵みを活かした住まい」クリーンエネルギー活用技術 
 　 　  ● 日照・日射・通風シミュレーションシステム（ARIOS）の開発　　 ● 地中熱冷暖房システムの導入　　 ● 太陽光発電システムの導入 
 　 2） 省エネルギー・温熱環境向上技術 
 　 　  ● オリジナル高断熱仕様の導入　　 ● 高効率ヒートポンプ式給湯器の導入 
② 住宅の使用・居住後の取り組み 
　次のような住宅に長く住まい続けるための仕組みが提供されている点は注目に値する。また、既存住宅の省エネ改修（断熱性能強化）によるCO2排出量の削減
を中期活動目標に掲げている点を評価する。 
 　 　  ● 各種の維持管理サービス　　 ● 住み替え型リバースモーゲージの提供　　 ● 「ストックヘーベルハウス」の仲介事業 

 
　鉄骨部材や屋根パネル類の生産工場である旭化成住工（株）（1998年にISO14001認証を取得）でゼロエミッション（最終埋立処分廃棄物量のゼロ化）を達成
する等、廃棄物発生量の削減に一定の成果を上げている。今後は、マテリアルフローのうち工場生産段階での総資源投入量やリサイクル資源投入量などのデータ
の充実が望まれる。 

 
　物流センターを活用した効率的な配送及び低公害車の導入等により、物流CO2排出量の削減目標が達成されている。今後は物流だけでなく、人間の移動（施
工現場への職人の移動など）に伴うCO2排出量削減への取り組みにも期待したい。 
　また、他のハウスメーカーに先駆けて、再使用可能な梱包資材を開発するなど施工現場での廃棄物の削減に着手しており、次年度の更なる削減に期待したい。 

 
　ALC材の生産工場である旭化成建材（株）では、ALC廃材に関する環境省の広域認定を取得してALC原料に再生するとともに、関東地区ではセメント原料や
軽量人工土壌に再生するなど、資材のリサイクルに一定の成果を上げている。 

 
　セルフメンテナンスの方法を提供する「住まいの学習塾」や、暮らしの中での省エネルギーの大切さを学ぶ機会を提供する「Ｅcoゾウさんクラブ」は、ロングライフ
住宅実現の一環としての取り組みであり、居住者参加型環境貢献活動としても注目に値する。 

 
 
 
 
 
 
① 住宅の長寿命化 　　　　　　　　　　　　　　　　　　● 地震などの様 な々負荷に対する物理的な強度や耐久性を有していること。 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● 将来の家族構成・ライフスタイルの変化に伴う機能的要求に柔軟に対応できること。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　● 社会的に良好なストックとして長期間活用できる仕組みがあること。 
② 省資源、省エネルギー 　　　　　　　　　　　　　　● 住宅のライフサイクル全体で資源投入量やエネルギー消費量を最小限にすること。 
③ リデュース、リユース、リサイクル　　　　● 住宅のライフサイクル全体で廃棄物や環境影響物質の発生量を最小限にすること。 

工業化住宅性能評定委員会座長 
東京理科大学工学部教授 
東京大学名誉教授 

＊ この意見報告書は、環境報告書の記載情報の正確性に関する意見表明ではありません。 
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